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本日で２学期の学習を終え、冬季休業期間に入ります。２学期は、持久走大会や

社会体験学習などの学校行事が多く、慌ただしい時期もありました。進路学習の

取組においては、校外における職業体験やゲストティーチャーの授業など、多くの

学習の積み重ねを実施することができました。生徒たちは、これまで経験のない体

験学習や講義内容も多く、慣れるまでは緊張したり不安だったりと苦労していた

様子もみられましたが、今では一つひとつのことをきちんとこなせるようになりま

した。しかし、いろいろな場面でお伝えしていますが、「キャリア教育にゴールはあ

りません」。複雑多様化している社会の一員としてとけ込んでいけるように、覚え

ておきたい価値観やできるようにしておきたい振る舞いなど、これからも多くの

ことを身に着けていきましょう。 

また、３学期も引き続き、近隣事業所の皆様にはご協力を頂き、校外における職

業体験を実施していきます。生徒には新たに希望を取り、新しい事業所での体験

を重ねてもらいます。同じ改善点が続くことがないように意識を高く持ち、頑張っ

てほしと思います。 

 

 

 

 

●２学期「校外における職業体験」お疲れさまでした！ 
３学期はいよいよ「現場実習」です！● 

春日部特別支援学校 宮代分校 

進路指導部 Vol, ８ 

令和４年１２月２３日(金) 

『可能性を広げ、協働する力と、自ら行動する力を育む』 

現場実習 決定通知について 

保護者向け進路ガイダンスでも説明させていただきま

したが、改めて確認をお願いいたします。 

 

３学期の現場実習先や日程などが決まり始めていま

す。決まり次第、ご家庭に「現場実習決定通知」が

配布されています。主に「①実習先」「②実習期

間」「③事前打合せ日時」が記載されています。 

その他に保護者様に御参加いただく「初日あいさ

つ」「振り返り（反省会）」の日時の詳細は「③事前

打合せ」のときに直接担当者様と設定、確認してい

ただくことになります。その場には、担任も同席し

ていますのでご安心ください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

春日部特別支援学校 宮代分校    進路担当 栗田   TEL:0480-47-0033 

 

●ゲストティーチャーの授業と障害福祉サービスに関する説明会● 
     参観＆出席いただき、ありがとうございました！ 

 

ハローワーク春日部様に講師をお願いし、１２月８日(木)の 

職業（進路）の時間に出前授業をしていただきました。講師の 

方の御厚意により、８名の保護者の方の参観もありました。 

校外における職業体験（デュアルシステム）でも多様なスキル 

向上や自己理解が進んでおります。そして、３学期の現場実習 

を前にして、改めて職業生活における望ましい生活習慣の 

大切さについて生徒だけでなく教員・保護者ともども再確認することができました。 

生徒の皆さんは、これから迎える冬季休業中は大きく生活リズムを崩すことなく、元気に新学期

を迎えることができるように気を付けましょう。 

 

 

また、この日はゲストティーチャーの授業の後、保護者を対象  

とした障害福祉サービスの活用について、就労移行支援事業所ラ

イトハウス様に説明会を実施していただきました。進路決定に向け

た取組も大切ですが、宮代分校としては、卒業後の社会人生活が

より豊かに送れるよう様々な角度から情報発信をしております。高

校生のうちだからできること、挑戦しておきたいことなど、障害福

祉サービスの中には将来の自立に向けた可能性が見られます。ぜ

ひ地域福祉の活用をしていただけたらと思います。 

    [意思決定支援ってなぁに？]  

 

障害のある方が自分の意志で物事の判断をし、決定していくことは大切なことです。しかし、自

らの意思で判断し、選択することが難しい場合もあります。選択を迫られたとき、大切なこととして 

①本人が理解・判断できる手段・人間関係・環境・時間を整える ②メリットデメリット含めて選択

肢をある程度増やす ③本人の選択、決定を最大限尊重する ④長い目で見守り、必要な場面で

の振り返りや再選択の機会を作る ことなどが挙げられます。 

本人が置き去りにされたアドバイスをしたり、押し付けたり、勝手に決定することは、本人からし

たら納得のいかない、させられている、強制的な決定になってしまいます。 

日常生活は選択と決定の連続になります。意思決定支援を通して、情報があふれかえっている

現代の中で本人が選択し、決定していくことができる力をつけて欲しいですね。 

進路だよりを通して、進路に関わるワード

（言葉や名称）の解説をしていきます。 

しんろワード 

⑤ 


